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2017.03.１９ 

桑山 昭 

 

「ラオス・ビエンチャンにおける障害児支援協会（ACDA）への贈呈式報告」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラオス・ビエンチャンの障害児支援協会（ACDA：Aid Children with Disability Association）への９０台の車椅

子の贈呈式をビエンチャン市内の社会福祉省の施設市民団体交流ネットワークセンターLao Civil Society 

Organization Network (LCN)の会議室において開催した。 当日の会場には、ラオス政府の社会福祉省や

関係省庁の幹部を招き、車椅子を受け取る子どもとその家族など60名程度が参加して盛大に行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来賓席で紹介を受ける要人              会場に集まった子どもたちとその家族 

                       

贈呈式の冒頭、NPO法人ACDAの会長であるSomphet AKHAVONG氏の挨拶で始まった。会長は挨拶の中

で以下の内容を述べた。 

同会は、これまでも障害のある子どもたちを支援してきた。その支援は多くの寄付から成り立っている。

今回、日本から贈られる車椅子によって、子どもたちは学校や病院、作業場への移動が楽にできるように

なり、また日常的に正しい座位を保つことができるので筋肉や骨の強化につながる。そのことで子ども

たちは、心と体の両面の健康を持つことができるようになる。 
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今日は、日本から贈られた９０台の車椅子の内２０台を用意している。それを今日集まっている子どもた

ちに手渡したい。残りの７０台についても、後日子どもたちに届けたい。こうして日本から贈られた車椅子

は、大切に使うこと、故障したら同会に知らせること、また子どもの体に合わなくなったら同じように同会

へ知らせることをお願いした。 

 

会長の挨拶のあと片野理事がスピーチを行った。スピーチの中で、日本における子ども用車椅子の現状

と我々が子ども用車椅子を海外に届けるようになった背景について説明を行った。そして、車椅子を大切

に使ってほしい、合わなくなったら次の子どもに渡してほしいとお願いした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピーチをする片野理事    会場となったラオ市民社会ネットワーク交流センター  

 

 続いて、社会福祉省の障害局長であるセンアローン氏の挨拶があった。当会への謝辞を丁寧に述べて

いた。 

 

そして、用意した２０台を会場に集まった子どもたちに１台ずつ手渡した。そこでは、子どもの体にフィット

しているかどうか確認をしながら贈呈した。体に合わない場合は用意された２０台の車椅子の中から選定

しなおして贈られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車椅子に座ってみる子どもと見守る家族         車椅子を受け取り喜ぶ子どもと両親 
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 贈呈式の中で、感謝状の盾が手渡された。          贈られた感謝状の盾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで勉強ができると早速テーブルを使ってみる   車椅子に乗って嬉しそうに自在に動き回る子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片手が不自由なため車椅子を右手だけで操作する子  車椅子を受け取り喜ぶ親子 
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贈呈式を終え帰宅する車椅子の親子       今回の贈呈式のために用意された横断幕 

 

以上 
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ワークショップ 

 

次に、実際の車椅子を使用してのワークショップを行った。ACDAのスタッフ（本人もハンディを持ってい

る）に車椅子の整備のポイントを教えた。空気の入れ方、虫ゴムの交換方法、ペダルの位置合わせの方法

など、簡単な内容だったが、持って行った工具を使って実際に整備を行ったのでよく分かったと感謝の言

葉をもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペダルの位置合わせを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップで使用した工具を担当のスタッフに手渡した。彼はこの後の家庭訪問で手渡した工具を持っ

てきて、訪問先でその工具を使いながら車椅子の調整をしていた。 

 

以上 
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日本大使館表敬訪問 

 

３月９日、１１時から日本大使館を表敬訪問した。応対に出てくれたのは、贈呈式にも参列してくれた

林田さんである。片野理事から、ラオスへの寄贈は２回目であり前回の寄贈でも大使館の人にお世話

になったことの説明や、今回の贈呈式参列へのお礼を述べた。下記の具体内容を詳細に説明した。 

 

１．当会からＡＣＤＡへの車椅子の贈呈後の状況調査（モニタリング）の依頼について 

 準備した調査票を見せて、６か月後及び２、３年後にＡＣＤＡにて責任を持って実施することを 

説明した。 

 

２．ＡＣＤＡについて 

 ＡＣＤＡが展開している車椅子贈呈以外の障害児への支援活動について、初日に会長から聞いた 

内容を林田氏に紹介した。 

 

 ３．ワークショップの実施報告について 

  贈呈式の後で、実際の工具とマニュアルを見ながら簡単な車椅子整備についてワークショップ

を行った。特に重要な、タイヤの空気の入れ方、虫ゴムの交換方法、ペダル位置の調整方法につい

て体験を含めて紹介した。ワークショップ後には、日本から持参しワークショップで使用した工具を

担当者に贈呈すると、非常に喜ばれたことを含めて林田氏に報告した。 

 

 ４．ＡＣＤＡスタッフの日本研修の費用負担方法についての意見交換 

  ＡＣＤＡがスタッフの技術レベルの向上のために日本への技術研修派遣を希望している。その渡

航費用をＮ連の事業計画の中に含んで提案をすれば、認可される可能性があるかもしれないと助

言があった。 

 

以上 
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（付録） 

現地新聞報道（ラオス語） 

 

        Ｖｉｅｎｔｉａｎｅ ＭＡＩ Ｎｅｗｓｐａｐｅｒ ２０１７．３．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（記事の概要） 

    記事の見出し：「脳障害の子どもたちへの援助」 

    内容：障害児支援協会（ＡＣＤＡ）に車椅子が９０台日本から贈られた。これらの車椅子は日本で３年 

程度使用済だが、まだ十分に使えるものである。日本で新品を購入すると２，０００～３，０００ 

ドルするものであり、子どもに使い勝手が良いように一台ずつ個別のデザインがなされて 

いる。これらの車椅子は、ラオスの脳障害の子どもたちの要求に応えるものである。 
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    （付録） 

現地新聞報道（英語） 

 

  Ｖｉｅｎｔｉａｎｅ Ｔｉｍｅｓ ２０１７．３．８ 

（記事の概要） 

記事の見出し：障害児への支援は更に必要 

内容：ＡＣＤＡの活動内容紹介と当会の事業内容の説明。ラオスの障害児の人数などと共に

車椅子の重要性を述べているが、更なる支援が必要と訴えている。 


